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ＢＥＳＳ７年度 総会・セミナー開催 

  

6月１８日（土）ビンドウ氏をお迎えし、ＢＥＳＳ7年度の総会を開催しました。総会で

は、事業報告・計画案、会計報告・予算案、里子支援の現状や里子たちの様子について話

し合いました。 

 

        スラム街の窮状 ビンドウ氏の願い 
 

 総会終了後、ビンドウ氏によるセミナーを行いまし

た。スラム街の現状や問題点、教育支援の必要性につ

いて英語で講演いただきました。0.5平方キロメートル

に 55000 人が暮らすチャンパラスラム街。トタンで作

られたバラックのような家に住み、近くの川で洗濯・

沐浴をし、劣悪な衛生環境で生活している人々の様子

について、パワーポイントの写真を使って説明があり

ました。子どもたちは学校に行けず、サリー工場や店

番、子守などの児童労働をしたり、女の子は初潮を迎
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えたら結婚・出産したりなどの問題点が挙げられました。ビンドウ氏はそんな中で学校で

勉強できる環境作り（学校建設、教員配置、教材・教具の整備、里子支援）、貧しさからの

がれるための支援（女性グループ活動の立ち上げ、縫製・刺繍訓練）などに取り組んでき

ました。 

 ビンドウ氏はこの貧しい現状から抜け出すためには、教育を受けることが大切だと訴え

ました。読み書き計算やいろんな知識、英語を学び、自分で自立できる職業に就く事がで

きるように支援していくことにより、このスラム街の問題が解消されることを願っていま

す。そのためには、ＢＥＳＳの支援が重要であり、感謝すると共に更なる支援の輪が広が

っていくことを願っているとセミナーを締めくくりました。 

 

 里子支援 2年目 14人の子どもたちの夢ふくらむ！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度８人の里子がナバキショロイ高等学校に入学し、無事 1 年生の学業を修め、全員

2 年生になりました。今年度は新たに６人の里子が入学しました。制服を着て、新しい教

科書を手にした輝かしい晴れやかな姿の子ども達が保護者と共に撮影した記念写真が送ら

れてきました。代表の森崎が昨年９月に訪問したときには、里子たちと面会し、それぞれ

の願いや夢について語り合いました。将来は銀行員、

教師、医師等になり、親を助けたいという気持ちを目

を輝かせて発表しました。 

ビンドウ氏からは里子一人一人の名前や家庭環境に

ついて説明がありました。父親を亡くした子、姉に引

き取られて生活している子、一旦労働のために学業を

離れたが復学できた子など、私たちの里子支援が着実

に実を結んでいる現状を知ることができました。 

総会・セミナー終了後の意見交換会では、「ビンドウ

氏が近くで里子たちを見守り、育ててくださっている

ので、安心して里子支援ができる。」という声もいただ 

きました。皆様方のご支援・ご協力に感謝いたします。                

里子からの手紙 H27・28 年度の 14 名の里子と保護者達 

将来の夢を語る里子達 
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ＢＥＳＳ７年度７月までの活動報告 

                  

 (平成 28 年 1 月~7 月) 

 

 

 

 

本年度も皆様方には多大なるご理解ご協力をいただき、大変ありがとうございます。現

地女性達によるノクシカタ刺繍の技術がさらに向上し、たくさんの民芸品が届きました。

フェアートレードでより多く販売ができるようにと、出店場所や出店回数を増やして販売 

活動を頑張っています。 

 

 

 月         内        容 備  考 

1 月 23・28 日 JICA｢NGO スキル研修｣第１・２回 中部ＪＩＣＡ 

2 月 ６日 JICA｢NGO スキル研修｣第３回 

11 日 男女共同参画フェスティバルにてフェアトレード 
20 日 JICA｢NGO スキル研修｣第４回 

   犬山市民活動交流フォーラムにてフェアトレード 

中部ＪＩＣＡ 

江南文化会館 

中部ＪＩＣＡ 

フロイデ 

3 月 5 日 福祉祭りにてフェアトレード 

27 日 江南まちづくりフォーラム 

江南文化会館 

情報センター 

4 月 2・3 日 犬山祭りにてフェアトレード 
22・28 日 藤まつりにてフェアトレード 

27 日 愛知教育大学院生５名が取材訪問 

29 日 アイセック（名古屋市立大学生２名）取材訪問 

しみんてい 

曼陀羅寺 

5 月 1・2 日 藤まつりにてフェアトレード 
14・29 日 JICA｢PCM 研修｣ 
22 日  子どもフェスティバルにてフェアトレード 

曼陀羅寺 

中部ＪＩＣＡ 

すいとぴあ江南 

6 月 6 日  「マルシェ」フェアトレード下見 

14 日  JICA 事業提案書提出 

16 日～27 日 ナジバル ラフマン ビンドウ氏来日 
18 日  BESS 総会セミナー 

24 日  国際理解講座(布袋北小学校 6 年生) 

25 日  国際理解講座で紙芝居上演(江南国際交流協会と共に) 

名古屋栄        

 

 

すいとぴあ江南 

布袋北小学校 

大口南児童館 

7 月 9 日  女性連絡協議会による映画会にてフェアトレード 

16 日  犬山子供大学にてベンガルカレー講座 

江南文化会館 

犬山さくら健康館 

4 月・5 月藤祭り(曼陀羅寺) ７月女性連絡協議会による映画会 

 

 

４月犬山祭り（しみんてい） 
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～布袋北小学校にて～  

 「アジア最貧国と言われるバングラデシュの現状を知ってもらう」ために、

６月２４日布袋北小学校６年生を対象に、国際理解講座を行いました。   

 ＢＳＤＰスクールのビンドウ氏の来日に合わせて行われ、支援や国際理解の必要性を訴

えました。 

     

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベンガル語のあいさつ 

「こんにちは」 

「アッサラーム・アライクム」 

クイズ 「バングラデシュではどのお肉が人

気でしょう。」｢答えはにわとりです。｣｢豚肉

は絶対食べません。｣ 

民族衣装体験 「結婚式のドレス

を着ているみたい」「長さが５メー

トル？びっくり！」 

ビンドウ氏の話  国の大きさや人口、パキスタンから独立した国であ

ることなどを説明し、支援している小学校が少しずつ良くなっている現

状や、授業を受けている子ども達の様子、女性達が美しい刺繍をした小

物入れを作っていることなどを紹介しました。 

子ども達の感想 

＊ バングラデシュという国ではい

ろいろな不便があったり、支援

してもらっていることが多かっ

たりするけれど、それでも頑張

って暮らしているのですごいと

思う。 

＊ バングラデシュの人達はとても

苦労しながら頑張っているの

で、ぼく達も見習いたい。 

４月犬山祭り（しみん亭） 
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6月 16日（木）来日 

 

 

6月 17日（金） 

 発表準備・打ち合わせ 

 リハーサル・会場づくり 

 

 

 

 

                  

                  

 

      

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 26日（日） 

JBCS 総会に参加。バングラ

デシュ愛知ホスピタルの Dr,

ホセイン氏に会う。 

帰りに和太鼓演奏を見学 

 

 

 

 

 
 
6月 25日（土） 
大口南児童館にて紙芝居 (国際

交流協会と共に) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

6月 22日（水） 

アジア保健研修所（AHI）訪問 

 

 

 

 

 

 

 

6月 24日（金） 

江南市立布袋北小学校にてワ

ークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 19日（日） 

フレンズ英語サークルにて講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 18日（土） 

BESS総会・セミナー(すいとぴあ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 21日（火） 

  伊勢神宮・真珠島の見学 

 

 

 

 

6月 23日（木） 

中部 JICA 訪問 

 

 

 

 

 

6月 21日（火） 

  伊勢神宮・真珠島

など 

 

 

 

 

里親になってくださる方を求めています！ 
義務教育である小学校 5年生までは卒業できても 6～10年生までのハイスクールは義務教育でないた

め、入学金や月謝が必要になり学校に行けない子供が大変多くいます。将来子供達が自立し、職業を得

ていくためには中・高等学校であるハイスクールまでは行って勉強をする必要があります。 

 月々１０００円〈年に１２０００円〉の支援で生徒一人がハイスクールに行くことができます。やる

気のある子供に対して里親になっていただける方を求めています。 

遠い国ではありますが子どもは年に 2～3 回の手紙や絵をかいて様子を知らせ、顔の見える交流もし

ていければと願っています。 

皆様どうかバングラデシュの子どもたちがハイスクールに行くことができますようにご支援をいた

だければ大変ありがたく思います。ご支援いただけます方は、末尾にあります BESS 事務局までご連絡

ください。 

 

 

（H28年 6月 16日～6日 27日） 

 

6月 23日（木） 

中部 JICA 訪問 
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問合せ先：バングラデシュ教育支援の会(ＢＥＳＳ) 事務局 
 

〒483－8044愛知県江南市宮後町中町 79   

 TEL・FAX 0587-54-4303  

メール m-hanzu@msd.biglobe.ne.jp 

 ホームページhttp://www7b.biglobe.ne.jp.bess/ 

 

 

 

 

 

 

 6月の終わり、バングラデシュでは IS過激派によって日本人７名が殺害されるという痛

ましい事件が起きました。 

このような事件によって尊い命がなくなり、草の根の NPO・NGO の活動や JICA の活動が

制限されることは、世界にとっても日本にとっても大きな損失と言わざるを得ません。 

私たち BESSも 7月 29日から予定していましたバングラデシュスタディーツアーを取り

やめ、本来行われるべく現地の人や子どもたちとの交流や研修・視察を取りやめましたこ

とは残念で仕方がありません。 

私たちも命をおかしてまでの活動はできませんが、この過激なテロにひるむことなく、

可能な方法を考えて支援や交流を続けていきたいと思っています。 

 皆様どうかこれからもご理解、ご指導くださいますようによろしくお願い申し上げます。 

私たちは今、バングラデシュの女性達によって製作できるようになりました美しい民芸

品を販売し、その収益による支援をしています。 

 皆様どうか BESS フェアトレードへの御支援や草の根活動に対するご協力をこれまで同

様によろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 

 

今後の BESSフェアトレード等の予定 （H28年） 

 8月 21日（日）      すいとぴあ 「江南国際交流フェスティバル」にて 

 10月 1・2日（土・日）    すいとぴあ 「江南市民祭り」にて 

10月   9日（日）       江南文化会館 「ふくし祭り」にて 

10月   10日（体育の日） 日進アジア保健研修所 「オープンまつり」にて 

10月   22日（土）       犬山城下町しみんてい 「犬山あきまつり」にて 

11月  ６日（日）        名古屋テレビ塔下  「月①マルシェ」にて 

 11月   20日（日）        江南文化会館     「江南消費生活展」 

1２月  ４日（日）        名古屋テレビ塔下  「月①マルシェ」にて 

1２月   日（日）        犬山フロイデ祭り   犬山フロイデ 

                                             ( 変更する場合もあります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 7 月 
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